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序文

2012年の実習発掘調査は、 2008年以来4年ぶりに古墳を対象として行った。阿蘇谷の

北縁、北外輪山裾の尾根上に築かれた平原古墳群である。

阿蘇は九州本島の中央に位置し、その東西南北をつなぐみちすじの結節点である。東

からは大野川、西からは白川や菊池川、合志川、北からは筑後川、南からは五ヶ瀬川や

緑川、こういった河川をさかのぼれば阿蘇に至るのである。古墳時代においては、 とくに瀬

戸内海と有明海・八代海を結ぶ東西ルートが重要であったと推察されるが、おそらくそれ

は阿蘇谷を通過していた。そのような地に、墳長100mを超す前方後円墳、長目塚古墳を

擁する中通古墳群が営まれたのである。

平原古墳群はそうした中通古墳群の北西に近接し、お互いを視認できる位置にある。中

通古墳群の北東には同型鏡をもつ迎平古墳群もあり、阿蘇谷の古墳時代を考えるうえでは

これら古墳群を一体で分析することが大切である。しかし、肝心の長目塚古墳でさえすべ

ての資料が公開されているわけではなく、ましてや平原古墳群についてはまったく情報が知

られていなかった。そこで、 2010年に長目塚古墳出土遺物の再整理作業に着手、 2011年

には平原古墳群の現地調査を開始し今年度を迎えたのである。

発掘調査の準備が終盤にさしかかった2012年7月12日、熊本を雲った大規模な水害は

阿蘇地域にも甚大な被害をもたらした。宿舎としての借用をお願いしていた阿蘇市山田公

民館も一時、避難所となった。そのとき約1ヶ月後に迫った発掘調査を延期あるいは中止

すべきではないかとの思いが頭をよぎったが、古墳群の地元、山田地区の方々からの本当

にあたたかいご援助を受け、また災害復旧にお忙しい阿蘇市教育委員会の皆様からも'|昔し

みないご支援を受け、なんとか当初の予定通りに調査を実施することができた。そのような

大変な状況のなか、調査成果に強いご関心を示して下さる地域の人々の姿は、あらためて

歴史学が果たすべき役割を思い起こさせると同時に、人類史の解明が究極の目的ではある

が歴史学の根源にはつねに地域が存在することを強く私に認識させた。こうした地域とのふ

れあいのなかから調査に参加した学生も何かを感じ取ってくれていることを切に願う。

新たなフィールドにいどんだ今回、なんとか順調に現地調査および整理作業を行うことが

できたのは、じつにさまざまな方々からのご厚意を受けることができたおかげである。お世

話になったすべての方々に深甚なる感謝の念を捧げるとともに、今後の調査・研究の遂行

に対してもきびしいご指導をお願いしたいと思う。
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杉井健
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